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ふるさとの街・探訪記《上石津町》
◆緑香る源流の町、上石津町

ＡＲＥＡＲＥＰＯＲＴ
◆上石津町の用水事業と未来プロジェクト

気ままにJOURNEY
◆上石津HUMAN WATCHING
―自然を愛し、夢を語り合う人々―

歴史ドキュメント
◆木曽三川下流域における渡船と物流

TALK&TALK
◆木曽三川の水運を振り返って

民話の小箱
◆弥太郎用水

木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を皆様とともに考えて
いきたいと思っています。
今回は、揖斐川の支流牧田川の
源流に広がる上石津町から、
用水事業などを中心に、
河川交通シリーズでは、
渡船と物流について特集します。



山
々
に
抱
か
れ
た
山
紫
水
明
の
地

岐
阜
県
の
南
西
端
に
位
置
す
る
上
石
津
町
は
、
西

の
鈴
鹿
山
脈
、
東
の
養
老
山
地
に
囲
ま
れ
た
帯
状
の

盆
地
で
す
。
町
の
中
央
に
は
、
三
国
岳
を
源
流
と
す

る
牧
田
川
が
北
流
し
、
上
流
部
は
多
良
峡
と
呼
ば
れ

る
景
勝
地
で
す
。
集
落
や
耕
地
は
河
川
沿
い
に
分
布

し
、
良
質
米
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
林
は
町
の

九
割
を
占
め
、
従
来
は
農
・
林
業
に
依
存
し
て
き
ま

し
た
が
、
名
神
高
速
道
路
や
国
道
三
六
五
号
の
改
良

に
よ
り
、
今
後
、
産
業
や
観
光
の
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

牧
田
川
流
域
に
開
け
た
古
代

昭
和
五
二
年
、
細
野
地
区
で
発
見
さ
れ
た
ナ
イ
フ

状
の
石
器
は
、
先
土
器
時
代
の
遺
物
で
す
。
以
後
、
時

地
区
や
多
良
地
区
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
縄

文
土
器
や
石
器
が
見

つ
け
ら
れ
、
遺
跡
の

分
布
か
ら
推
察
す
る

と
、
人
々
は
牧
田
川

沿
い
の
河
岸
段
丘
に

生
活
の
場
を
求
め
て

い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
農
業
が
始
ま
っ
た
弥
生
時

代
の
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た

が
っ
て
、
上
石
津
の
地
形
か
ら
推
測
す
る
と
、
焼
畑
農

業
が
か
な
り
長
い
間
に
亘
り
続
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

豪
族
が
台
頭
す
る
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、

牧
田
古
墳
群
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
築
造
は
六
世
紀
初
頭
。
全
体
に
円
墳
が
多
い
中
、

わ
が
国
独
自
の
前
方
後
円
墳
も
規
模
は
小
さ
い
な
が

ら
象
尾
山
の
山
頂
に
一
基
存
在
し
、
有
力
豪
族
の
墳

墓
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
墳
か
ら
、
千
二

百
年
前
と
思
わ
れ
る
稲
も
み
が
発
掘
さ
れ
、
こ
の
時

期
、
農
業
が
著
し
く
発
達
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

神
宮
領
か
ら
地
頭
領
へ

大
和
朝
廷
に
よ
る
全
国
統
一
が
始
ま
る
と
、
こ
の

地
方
は
美
濃
国
多
芸
郡
に
所
属
、
そ
の
後
石
津
郡
と

の
地
を
時
村（
現
在
の
時
）と
呼
び
、
烏
帽
子
岳
を
熊

坂
山
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
こ
の
長
範
は
、
良
民
を
い
じ
め
る
権
力
者
か

ら
は
財
宝
を
奪
い
と
り
、
そ
れ
を
惜
し
気
も
な
く
貧

し
い
百
姓
に
分
け
与
え
た
こ
と
か
ら
、
義
賊
と
し
て

土
地
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

山
越
の
道

熊
坂
長
範
が
拠
点
と
し
た
、
時
村
に
は「
止
岐
」

「
土
岐
」「
止
記
」な
ど
の
同
韻
語
の
地
名
も
あ
り
、い

ず
れ
も
美
濃
国
か
ら
伊
勢
・
近
江
国
と
の
”は
し
止

ま
り
“と
か
”地
岐
わ
か
れ
“を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
折
衝
地
帯

に
は
、
関
ケ
原

と
養
老
を
結

ぶ
美
濃
中
道
、

今
須
か
ら
平

井
を
経
て
牧

田
・
養
老
に
至

る
今
須
越
、
五

僧
・
保
月
越
か

ら
時
・
多
良
へ
、

時
・
多
良
か
ら

伊
勢
へ
通
じ
る

道
が
開
け
て

な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
天
武
天
皇
が
多
良
へ
行
幸

し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
車
御
路
森
の

地
名
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

「
神
鳳
抄
」に
美
濃
国
内
の
伊
勢
神
宮
領
の
一
つ
と

し
て
、
土
岐
多
良
御
厨
の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
現
在
の
上
石
津
町
に
存
在
し
た
伊
勢
神
宮
神
宮

領
で
、
院
宣
に
よ
っ
て
多
額
な
代
米
を
納
め
る
有
力

な
納
所
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
神
宮
領
は
平
安
末
期
に

成
立
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
新
し
い
武
家
社
会
の

経
済
的
基
盤
と
な
る
地
頭
領
と
し
て
治
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
と
な
り
、
地
頭
が
荘
園
を
領
有
し
私
有
化
を

果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
政
権
の
統
一
が
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

熊
坂
長
範
の
伝
説

熊
坂
長
範
は
今
か
ら
七
百
年
余
り
昔
、
美
濃
と
尾

張
を
舞
台
に
荒
ら
し
回
っ
た
盗
賊
の
首
領
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
長
範
が
根
城
と
し
て
い
た
の
が
、
上

石
津
の
烏
帽
子
岳
。
三
重
、
滋
賀
、
岐
阜
三
県
の
分

水
嶺
を
な
す
標
高
八
六
五
ｍ
の
烏
帽
子
岳
の
山
頂
付

近
に
、
長
範
屋
敷
を
構
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
か

ら
は
、
不
破
関
や
鎌
倉
街
道
、
江
州
街
道
、
勢
州
街

道
、
伊
勢
湾
ま
で
も
眼
下
に
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、

時
刻
を
定
め
て
山
を
降
り
て
は
旅
人
を
襲
い
、
金
や

品
物
を
奪
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
こ

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

1

上
石
津
町
は
、揖
斐
川
水
系
の
牧
田
川
流
域
に
開
け
た
盆
地
。

六
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
人
々
は
集
落
を
形
成
し
、

武
家
社
会
の
台
頭
に
よ
り
、関
ケ
原
合
戦
な
ど
、

幾
多
の
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
、伊
勢
街
道
・
牧
田
街
道
・
江
州
街
道
な
ど
、多
く
の
街
道
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
た
め
。

江
戸
時
代
に
は
旗
本
高
木
家
が
入
部
し
、明
治
維
新
ま
で
、土
地
に
密
着
し
た
政
治
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、上
石
津
町
は「
日
本
昭
和
音
楽
村
」を
宣
言
。

音
楽
文
化
の
振
興
を
中
心
に
、町
民
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

緑
香
る
源
流
の
町
、上
石
津
町

木 

曽 

川 

木 

三重県 
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上
石
津
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名
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老
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上石津町二又古墳出土須恵器装飾壺

百間付近から望む雄大な烏帽子岳



中
山
道
関
ケ
原
宿
か
ら
分
か
れ
て
東
海
道
に
至
る
伊

勢
街
道
の
要
地
の
み
で
は
な
く
、
牧
田
川
沿
い
に
烏

江
・
栗
笠
・
舟
附
の
三
湊
に
通
じ
る
牧
田
街
道
の
分

岐
点
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
北
濃
や
名
古
屋
・
桑
名

か
ら
京
都
へ
の
上
り
荷
物
は
舟
運
に
よ
り
こ
の
三
湊

に
到
着
し
、
こ
こ
で
荷
物
を
牛
馬
に
積
替
え
、
牧
田

街
道
を
琵
琶
湖
畔
の
朝
妻
湊（
米
原
の
近
く
）へ
送
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
陸
上
輸
送
を
九
里
半
廻
し
と
呼
び
、

朝
妻
湊
か
ら
京
都
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
急

流
で
舟
運
に
恵
ま
れ
な
い
山
奥
で
は
、
人
が
背
負
っ

て
峠
を
越
え
、
そ
こ
か
ら
川
舟
に
積
ん
だ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
多
良
の
炭
も
か
つ
い
で
峠
を
越
え
た
後
、

三
湊
へ
送
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
時
の
人
々
は
農
業

の
合
間
に
三
湊
ま
で
荷
を
運
搬
し
て
駄
賃
を
稼
ぎ
、

生
活
の
助
け
と
し
て
い
ま
し
た
。

弘
化
の
百
姓
一
揆

西
高
木
家
二
千
三
百
石
の
領
内
人
口
は
約
千
八

百
人
。
こ
れ
ら
の
領
民
を
支
配
す
る
た
め
に
、
四
〇

名
に
及
ぶ
家
臣
を
抱
え
て
い
た
ほ
か
、
村
役
人
と
し

て
約
百
名
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
財

政
に
お
け
る
負
担
は
こ
と
の
ほ
か
重
く
、
西
高
木
家

の
財
政
は
逼
迫
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
財
政
難
を
乗

り
き
る
た
め
西
高
木
家
は
、
紀
州
藩
の
貸
付
金
役
所

か
ら
八
百
両
と
い
う
大
金
を
領
内
村
々
の
名
義
で
借

用
し
ま
し
た
。
こ
の
借
用
が
多
良
村
騒
動
と
呼
ば
れ

る
元
凶
。
借
財
の
返
済
を
転
嫁
さ
れ
、
返
済
期
日
が

迫
っ
て
困
り
果
て
て
い
た
領
民
は
、
返
済
の
め
ど
が
立

た
な
い
ま
ま
、
時
・
多
良
二
郷
の
代
表
と
し
て
、
小
寺

武
兵
衛
と
三
輪
孫
六
の
二
名
の
庄
屋
を
紀
州
へ
送
り

出
し
、
期
限
延
期
を
嘆
願
し
た
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
領
民
は
、
七
月
六
日
突
如
と
し
て

御
林
山（
領
主
所
有
の
山
）に
集
ま
り
、
断
り
も
な
く

杉
の
伐
採
を
始
め
ま
し
た
。
事
態
の
容
易
な
ら
ぬ
こ

と
に
気
づ
い
た
西
高
木
家
で
は
、
御
用
人
を
遣
わ
し

て
領
民
を
説
得
。
こ
れ
に
よ
り
実
力
行
使
を
中
止
し

ま
す
が
、
借
金
返
済
の
解
決
に
は
な
ら
ず
、
ま
た
し

て
も
騒
動
に
。
領
主
の
館
に
訴
状
を
投
げ
こ
む
と
と

も
に
、
そ
の
夜
、
役
人
宅
を
打
ち
壊
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
足
軽
を
派
遣
し
た
も
の
の
鎮
圧
で
き
ず
、
結
局
、

領
民
の
要
求
を
飲
む
形
で
決
着
し
て
い
ま
す
。
こ
の

部
し
ま

し
た
。
高

木
家
は

東
・
西
・

北
の
三
家

に
分
か

れ
、
西
家

は
、
二
千

三
百
石
、

東
・
北
家

は
そ
れ

ぞ
れ
千

石
で
時
・

多
良
を

治
め
ま
し
た
。
旗
本
は
ほ

と
ん
ど
が
江
戸
に
住
み
、
知

行
地
に
は
代
官
・
用
人
を
置
い
て
支

配
を
任
せ
て
い
ま
し
た
が
、
高
木
家
は
知
行
地
の
多

良
に
在
地
し
、
交
替
寄
合
の
格
式
を
許
さ
れ
、
参
勤

交
代
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

美
濃
国
に
お
け
る
旗
本
の
任
務
に
は
、
木
曽
・
長

良
・
揖
斐
三
川
の
治
水
・
利
水
の
国
役
が
あ
り
ま
し

た
。
高
木
家
は
駿
府
城
や
二
条
城
の
普
請
奉
行
も
務

め
、
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）に
は
、
美
濃
国
内
の
諸

河
川
維
持
の
た
め
の
水
行
奉
行
を
任
命
さ
れ
、
代
々

三
家
が
年
番
で
常
に
諸
川
用
水
排
水
路
に
至
る
ま
で

水
通
り
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
見
廻
り
、
そ
の
責
任

を
担
っ
て
広
大
な
美
濃
尾
張
の
水
域
を
寛
永
年
間（
一

六
二
四
〜
）よ
り
二
四
〇
年
の
長
き
に
亘
り
監
督
を

勤
め
ま
し
た
。
宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）に
着
手
し
た

薩
摩
藩
に
よ
る
宝
暦
治
水
の
折
り
に
も
、
幕
府
の
役

人
と
し
て
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

牧
田
宿
と
九
里
半
街
道

美
濃
と
伊
勢
の
要
衝
で
あ
っ
た
上
石
津
は
、
江
戸

時
代
に
入
る
と
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
帯
び
ま
し

た
。
町
に
は
伊
勢
街
道
・
牧
田
街
道
・
江
州
街
道（
保

月
越
）・
九
里
半
街
道
・
平
井
道
が
通
り
、
こ
れ
ら
の

街
道
は
中
山
道
・
東
海
道
の
脇
街
道
と
し
て
繁
栄
し

ま
し
た
。

こ
の
牧
田
街
道
の
要
所
に
立
地
す
る
牧
田
宿
は
、

お
り
、
政
治
や
交
易
の
ほ
か
に
文
化
の
交
流
が
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
要
所
で
は
軍
勢
の
往
来
も
あ
り
、
永
禄
年
間

（
一
五
五
八
〜
七
〇)

に
は
、
織
田
信
長
の
命
を
受
け

た
羽
柴
秀
吉
が
伊
勢
長
島
攻
め
に
際
し
て
、
こ
の
地

を
通
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
時
、
秀
吉
が
戦
い
の

疲
れ
を
い
や
す
た
め
入
浴
し
た
場
所
を
湯
谷
、
陣
を

張
っ
た
所
を
城
山
と
呼
び
、
そ
の
地
名
は
今
で
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）、

豊
臣
秀
吉
が
北
勢
の
滝
川
一
益
を
攻
め
る
た
め
、
弟

の
秀
長
に
一
隊
を
率
い
さ
せ
て
時
・
多
良
を
越
え
桑

名
に
兵
を
進
め
て
い
ま
す
。

島
津
の
敵
中
突
破

上
石
津
の
北
方
に
あ
る
鳥
頭
坂
も
激
し
い
合
戦
の

場
と
な
っ
た
所
で
す
。
こ
こ
は
、
不
破
関
の
裏
門
に
あ

た
り
、
関
ケ
原
へ
は
伊
勢
街
道
が
結
ん
で
い
ま
す
。
時

は
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）、
天
下
を
分
け
た
関
ケ
原

の
合
戦
で
、
島
津
義
弘
は
意
を
決
し
て
西
軍
に
加
わ

り
、
そ
の
主
力
と
し
て
徳
川
家
康
率
い
る
東
軍
を
大

い
に
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
早
川
秀
秋
が
東
軍
に
内
応
し
た
た
め

形
成
は
逆
転
し
西
軍
は
た
ち
ま
ち
総
く
ず
れ
。
島
津

勢
も
敗
兵
二
百
余
騎
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
逆
に

家
康
の
本
陣
前
を
切
り
抜
け
牧
田
街
道
よ
り
伊
勢
街

道
に
活
路
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
時
、
主
君
を
本
国

へ
逃
す
た
め
、
殿

し
ん
が
り

で
戦
っ
た
の
が
義
弘
の
甥
、
豊
久
。

群
が
る
追
撃
軍
を
わ
ず
か
一
三
騎
で
迎
え
討
ち
、
鳥

頭
坂
で
く
い
と
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
は

こ
の
激
戦
で
重
傷
を

負
い
、
逃
げ
の
び
た
上

多
良
の
地
で
自
害
し

果
て
ま
し
た
。
こ
の
峠

に
は
、
豊
久
の
勇
戦
を

称
え
る
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

水
行
奉
行
、
旗
本
高
木
家
の
功
績

関
ケ
原
の
合
戦
で
功
績
を
挙
げ
た
高
木
家
は
、
慶

長
六
年（
一
六
〇
一
）、
旗
本
と
し
て
時
・
多
良
に
入

ふるさとの街・探訪記

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

2

■
参
考
文
献

『
上
石
津
町
史
』
通
史
編
昭
和
五
五
年
上
石
津
町

『
上
石
津
道
を
た
ず
ね
て
』

平
成
一
一
年
上
石
津
町
教
育
委
員
会

『
岐
阜
県
地
名
大
事
典
』
角
川
書
店

『
上
石
津
ふ
る
里
噺
』

昭
和
五
八
年
上
石
津
町
教
育
委
員
会

『
町
勢
要
覧
２
０
０
０
』
平
成
一
二
年
年
上
石
津
町

『
上
石
津
土
地
改
良
史
』
昭
和
六
二
年
上
石
津
町

騒
動
は
旗
本
の
窮
状
や
そ
れ
に
よ
る
幕
藩
体
制
の
崩

壊
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

日
本
昭
和
音
楽
村
を
宣
言

長
き
に
亘
っ
た
高
木
家
の
治
世
も
、
明
治
維
新
と

と
も
に
終
焉
し
、
明
治
三
〇
年
、
こ
の
地
方
は
養
老

郡
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
〇
年
に
は
、
旧

牧
田
村
・
一
之
瀬
村
・
多
良
村
・
時
村
の
四
ケ
村
が
合

併
し
て
上
石
津
村
が
誕
生
。
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か

ら
の
急
激
な
経
済
の
高
度
成
長
に
追
従
し
、
昭
和
四

四
年
町
制
を
施
行
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
経
済
成
長
に
伴
い
、
伊
勢
街
道
の
改
修

や
多
良
バ
ス
の
乗
り
入
れ
な
ど
、
交
通
網
の
近
代
化

も
着
々
と
進
み
、
昭
和
六
二
年
、
国
道
三
六
五
号
の

上
石
津
ト
ン
ネ
ル
も
約
七
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
貫

通
し
、
一
之
瀬
バ
イ
パ
ス
の
完
成
と
相
ま
っ
て
町
の
姿

も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
町
の
施
設
も「
緑

の
村
公
園
」や「
郷
土
資
料
館
」「
江
口
夜
詩
記
念
館
」

な
ど
が
続
々
と
オ
ー
プ
ン
。「
日
本
昭
和
音
楽
村
」の
理

念
の
も
と
、

音
楽
文
化

の
振
興
を

図
り
な
が

ら
、
確
実

な
発
展
を

遂
げ
て
い

ま
す
。

島津豊久の墓

高木家入郷地の石標

国道365号上石津トンネル
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水
と
闘
っ
た
近
世
の
農
民

近
世
の
社
会
は
石
高
制
の
も
と
、
米
作
・
米
納
が

原
則
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
農
業
生
産
に
密
着
し
た
水

の
問
題
は
深
刻
で
、
た
ん
に
自
然
災
害
と
し
て
の
水

害
に
よ
る
治
水
工
事
だ
け
で
は
な
く
、
新
田
開
発
に

伴
う
用
水
事
業
が
非
常
に
増
え
た
時
代
で
し
た
。つ

ま
り
、
近
世
の
農
民
は
水
と
闘
い
な
が
ら
新
し
く
耕

地
を
切
り
開
き
、
そ
こ
へ
用
水
を
引
い
て
水
田
を
開

墾
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
上
石
津
町
で
も
山
崩
れ
や
川

欠
・
砂
入
り
な
ど
、
連
年
に
亘
る
水
害
に
難
渋
す
る

一
方
、
用
水
問
題
に
も
直
面
。
眼
下
に
牧
田
川
を
見

下
ろ
し
な
が
ら
も
取
水
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
溜
め 上

石
津
町
の
用
水
事
業
と

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

池
の
築
造
と
並
行
し
、
時
に
は
肌
や
岩
山
に
間
歩（
坑

道
）を
掘
り
、
用
水
路
を
開
削
し
て
き
ま
し
た
。

ド
ド
メ
キ
谷
の
用
水
路

一
之
瀬
の
上
谷
川（
上
石
津
中
学
校
の
南
の
谷
）の

渓
谷
の
岩
壁
に
は
、へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
三
百
ｍ
に
も

及
ぶ
用
水
路
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
用
水
は
、
現

在
の
上
石
津
中
学
校
付
近
の
水
田
へ
と
導
か
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
辺
り
は
谷
川
が
底
深
く
流
れ
て
お

り
、
水
利
の
便
が
悪
か
っ
た
た
め
畑
地
が
ほ
と
ん
ど

で
、
水
田
に
す
る
た
め
に
間
歩
を
掘
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
せ
っ
か
く
間
歩

を
開
削
し
た
も
の
の
、
落

盤
な
ど
に
よ
り
廃
坑
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
江
戸

後
期
に
は
、
上
石
津
の
郷

士
・
桑
原
高
行
の
指
図
に

よ
り
、
一
之
瀬
の
ド
ド
メ

キ
谷（
上
谷
川
の
峡
谷
を

な
す
所
）の
岩
盤
に
水
路

を
つ
く
る
こ
と
が
計
画
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
岩
盤
は

硅
質
の
固
い
岩
石
で
で
き

て
お
り
、
こ
こ
に
長
い
蛇

の
這
う
よ
う
な
細
い
水
路

を
、
ノ
ミ
と
カ
ナ
ヅ
チ
で

掘
り
取
り
な
が
ら
、
時
に

は
短
い
ト
ン
ネ
ル
を
整
備

す
る
作
業
は
極
め
て
困
難
で
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
こ
で
人
々
は
作
業
を
勘
考
。
岩
盤
の
上
で
火
を

た
い
て
石
を
熱
し
、
そ
れ
に
水
を
か
け
て
急
冷
し
た

後
、
掘
り
取
り
作
業
を
し
た
と
こ
ろ
、
能
率
が
前
の

約
三
倍
に
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
間
歩
に

替
わ
る
延
々
数
百
ｍ
の
水
路
は
険
し
い
岩
壁
に
見
事

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
用
水
路
が
で
き
て
水
が
取
り
入
れ
ら

れ
る
と
、
畑
は
次
々
と
水
田
に
替
わ
り
新
田
開
発
も

伴
っ
て
、
明
治
に
入
る
と
水
田
は
約
三
町
歩
余
に
。
用

水
不
足
を
補
う
た
め
に
、
溜
め
池
も
築
造
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
現
在
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
学
校
地

と
し
て
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。

広
瀬
ダ
ム
と
牧
田
川
用
水

上
石
津
町
に
は
昔
か
ら
、
牧
田
川
の
水
を
田
に
取

り
入
れ
る
た
め
に
、
田
植
え
前
に
な
る
と
大
勢
の

人
々
が
川
に
出
て
、
大
き
な
石
を
積
ん
だ
り
、
石
を

ドドメキ谷の岩盤上に作られた水路

上石津の郷士・桑原家住宅

水嶺湖

約
九
割
が
山
林
の
上
石
津
町
は
、

牧
田
川
の
源
流
の
地
。

連
年
に
わ
た
る
水
害
は
生
活
を
脅
か
す
一
方
、

眼
下
に
川
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
も
、

取
水
に
は
困
難
を
極
め
、用
水
の
整
備
は
、

村
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
る
溜
め
池
は
、

過
去
の
事
業
を
物
語
る
証
し
。

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
は
広
瀬
ダ
ム
や

一
之
瀬
ダ
ム
が
整
備
さ
れ
、

農
業
生
産
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、現
在
で
は

「
上
石
津
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
計
画
」を
実
施
。

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
、

着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

分水 分水 

宮の下地先の間歩（坑道）（牧田川左岸田村地先で取水し、文條地区へ送る水路）
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■
参
考
文
献

『
上
石
津
町
史
』
通
史
編
昭
和
五
四
年
上
石
津
町

『
上
石
津
の
土
地
改
良
史
』
昭
和
六
二
年
上
石
津
町

『
上
石
津
む
か
し
の
く
ら
し
』

平
成
一
二
年
上
石
津
町
教
育
委
員
会

『
上
石
津
道
を
た
ず
ね
て
』

昭
和
五
七
年
上
石
津
町
教
育
委
員
会

『
ふ
る
さ
と
養
老
』

養
老
郡
教
育
振
興
会
学
校
教
育
部
会

詰
め
た
蛇
籠
を
並
べ
た
り
し
て
川
を
堰
き
止
め
、
水

を
田
に
引
き
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
堰
の
数
は
、

牧
田
地
区
と
一
之
瀬
地
区
で
は
合
わ
せ
て
二
一
箇
所

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ひ
と
た
び
豪
雨
に
な
る
と

牧
田
川
は
増
水
し
、
堰
は
流
さ
れ
て
、
再
度
堰
を
造

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
村
人
た
ち
は
県
に
陳
情
を
重
ね
、
昭
和
六

年
に
は
取
水
堰
兼
用
の
広
瀬
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
長
さ
約
二
百
ｍ
、
高
さ
一．
八
ｍ

と
い
う
大
規
模
な
ダ
ム
で
、
川
の
水
を
完
全
に
堰
き

止
め
る
た
め
、
基
礎
部
分
は
底
深
く
の
岩
盤
ま
で
達

す
る
大
工
事
で
し
た
。
昭
和
九
年
に
は
よ
う
や
く
完

成
し
て
い
ま
す
。

広
瀬
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、
水
は
左
岸
の
用
水
取

水
口
か
ら
集
水
池
を
経
て
、
分
水
樋
門
で
各
用
水
路

に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
牧
田
川
左
岸
用
水
路
は
、
乙

坂
・
山
田
の
各
用
水
路
へ
。
石
畑
・
沢
田
・
桜
井
の
各

用
水
は
牧
田
川
の
川
底
を
サ
イ
ホ
ン
式
の
ヒ
ュ
ー
ム
管

で
川
の
右
岸
へ
導
水
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
水
の
苦
労
も
な
く
な
り
、
水

の
論
争
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
九
九
三
年
に
策
定
さ
れ
た「
上
石
津
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
計
画
」は
、
二
〇
〇
二
年
を
目
標
と
し
、
一
〇

の
シ
ン
ボ
ル
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
で
は
、

そ
の
実
績
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一．

牧
田
川
な
ど
の
自

然
環
境
の
保
護

護
岸
に
自
然
石
を
配

し
、
美
し
い
景
観
と
魚
の

生
息
地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

同
様
に
自
然
に
配
慮
し

た
親
水
エ
リ
ア
を
整
備
。

安
全
な
水
場
と
し
て
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

二．
町
民
一
体
化
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備

福
祉
バ
ス
に
は
前
方
に
乗
降
口
を
設
置
。
安

全
性
を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
順
次
環
境
に
配

慮
し
た
公
用
車
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

三．
新
産
業
の
導
入
と
在
来
産
業
の
刷
新

モ
ヤ
シ
な
ど
の
カ
ッ
ト
野
菜
の
需
要
を
見
込

み
、
優
良
企
業
を
誘
致
。
ま
た
、
休
耕
田
を
貸

し
農
園
に
し
て
、
町
外
の
人
に
も
収
穫
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
野
菜
を
販
売
す
る
シ
ョッ

プ
も
設
け
、
生
き
が
い
農
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

四．
住
機
能
、
住
環
境
の
整
備

東
山
田
団
地
は
Ⅰ
期
一
六
戸
、
Ⅱ
期
四
〇

戸
を
分
譲
。
町
営
住
宅
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
各
集
落
間
の
移
動
が
便
利
に
な
る
よ
う
、

集
落
道（
西
廻
り
線
）の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

五．
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成

平
成
一
二
年
に
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し

て
、
よ
り
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

六．
日
本
昭
和
音
楽
村
の
整
備

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

水
嶺
湖
畔
に
整
備
。
上
石
津
町
出
身
の
作
曲

家
、
江
口
夜
詩
の
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
音
楽

ホ
ー
ル
を
備
え
、
音
楽
文
化
振
興
の
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

七．
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

上
石
津
大
学
や
公
民
館
講
座
を
充
実
さ

せ
、
学
習
機
会
を
多
彩
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
を
通
じ
た
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
各
講
座
の
合
同
発
表
会
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

八．
ま
ち
の
玄
関
を
兼
ね
た

「
健
康
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
」の
建
設

「
健
康
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
」と
し
て
、
総
合
体

育
会
館
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
練
習
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
一
二
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
試
合
会
場
と
な
り

ま
し
た
。

九．
滞
在
・
宿
泊
機
能
の
整
備

日
本
昭
和
音
楽
村
に
自
然
体
験
研
修
施
設

と
し
て
コ
テ
ー
ジ
を
建
設
。
山
小
屋
風
の
広
々

と
し
た
空
間
で
、
音
楽
合
宿
や
団
体
の
研
修
、

家
族
や
グ
ル
ー
プ
の
親
睦
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

一
〇．

地
域
間
交
流
と
国

際
交
流
の
促
進

中
学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｔ（
英
語

指
導
助
手
）は
、
平
成
一
二

年
度
か
ら
町
専
任
に
。
ま

た
西
濃
の
一
市
五
郡
で
ケ
ン

ト
州
と
の
青
少
年
交
流
事

業
や
鹿
児
島
県
吹
上
町
と

の
交
換
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
石
津
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
計
画

広瀬ダムと牧田川用水

一
之
瀬
ダ
ム
の
建
設
と

用
水
路
の
統
合

戦
後
の
復
興
期
、
一
之
瀬
地
区
を
襲
っ
た
水
害
は

深
刻
で
、
牧
田
川
に
設
け
た
井
堰
は
完
全
に
流
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
時
の
村
長
を
は
じ
め

村
民
は
、
こ
の
災
害
を
契
機
に
ダ
ム
の
建
設
と
統
合

用
水
路
を
造
り
、
再
災
害
の
発
生
を
防
止
し
た
い
と

協
議
を
重
ね
尽
力
の
結
果
、
昭
和
二
六
年
、
県
営
事

業
と
し
て
砂
防
堰
堤
を
計
画
、
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
牧
田
川
水
系
で
も
最
大
規
模
の
も
の
で
、
水

圧
を
避
け
る
た
め
、
三
つ
の
放
水
口
が
設
け
ら
れ
、
右

岸
よ
り
に
は
魚
道
と
用
水
取
水
口
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ダ
ム
が
一
之
瀬
ダ
ム
で
す
。

用
水
は
取
水
口
か
ら
制
水
壁
で
約
二
〇
ｍ
の
水
路

は
導
か
れ
、
余
水
吐
水
路
と
水
量
調
節
水
門
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
二
一
〇
ｍ
余
の
水
路
ト
ン

ネ
ル
を
造
っ
て
沈
砂
池
に
導
き
、
右
岸
筋
約
三
〇
ha
、

左
岸
筋
約
七．
五
ha
の
灌
漑
に
配
水
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
左
岸
筋
へ
な
牧
田
川
の
川
底
に
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
埋

設
し
サ
イ
ホ
ン
式
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
之
瀬
ダ

ム
は
そ
の
後
、

伊
勢
湾
台
風

を
は
じ
め
と

し
た
洪
水
に

よ
り
被
害
を

受
け
ま
し
た

が
現
在
も
変

わ
り
な
く
活

動
し
て
い
ま

す
。

一之瀬ダム
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や
わ
ら
か
な
色
を
紡
ぎ
だ
す
草
木
染
め

シ
ル
ク
の
里
工
房
　
三
宅
し
ず
ゑ
さ
ん

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
パ

ン
ジ
ー
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど

な
ど
、
季
節
の
花
々
が

咲
き
競
う
時
小
学
校
の

花
壇
は
、グ
リ
ー
ン
タ
イ

ム
活
動
の
成
果
で
す
。

一
年
を
通
じ
て
、
全
校
児
童
が
一
緒
に
な
り
、
花
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
作
業
の
中
心
は
四
年
生
か

ら
六
年
生
の
児
童
で
構
成
さ
れ
た
栽
培
委
員
会
。
委

員
長
の
川
添
さ
ん
は
、「
毎
日
、
水
や
り
を
し
ま
す
が
、

こ
れ
が
む
ず
か
し
い
。
や
り
過
ぎ
る
と
根
ぐ
さ
れ
を
お

こ
し
ま
す
か
ら
ね
」と
、
照
れ
笑
い
し
な
が
ら
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

時
小
学
校
に
は
大
小
八
つ
の
花
壇
と
学
年
花
壇
が

あ
り
ま
す
が
、メ
イ
ン
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
三
年
生

か
ら
六
年
生
の
な
か
で
募
集
し
て
決
定
し
ま
す
。
そ
し

て
種
ま
き
が
始
ま
り
、
自
分
た
ち
で
栽
培
し
た
花
の

苗
を
、デ
ザ
イ
ン
を
基
に
植
え
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し

た
作
業
は
、
学
年
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
縦
割
り
の
グ

ル
ー
プ
、「
な
か
よ
し
班
」が
担
当
。
花
づ
く
り
の
な
か

で
、
上
級
生
と
下
級
生
の
会
話
が
生
ま
れ
、
自
然
と
ふ

れ
あ
う
む
ず
か
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、
県
と
中
日

新
聞
共
催
の
F
B
C（
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー

ル
）で
は
岐
阜
県
知
事
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
こ
の
手
づ

く
り
の
花
を
独
居
老
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
、
年

二
回
、「
春
の
使
者
」と「
秋
の
使
者
」を
行
い
ま
す
。

「
上
石
津
の
自
然
が
大
好
き
。
だ
っ
て
山
へ
入
れ
ば
、

木
の
実
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
。
お
金
が
な
く
て
も
遊

べ
る
よ
」

時
小
学

校
の
み
ん
な

は
、
自
然
の

申
し
子
。
冷

た
い
風
も
な

ん
の
そ
の
、

元
気
い
っ
ぱ

い
に
花
づ
く

り
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ヴ
ェ
ル
デ

は
イ
タ
リ
ア
語
で
緑
の
合

奏
団
と
い
う
意
味
で
す
。

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

上
石
津
な
ら
で
は
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
で
す
。
平
成
八
年
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
メ
ン
バ
ー
は
七
名
で
す
。
音
大
出
の
ピ
ア
ノ
の
先
生
も
い

ま
す
が
、ア
マ
チ
ュ
ア
で
も
楽
し
め
る
会
に
し
よ
う
と
、
リ
コ

ー
ダ
ー
を
選
択
。
木
管
楽
器
の
音
色
っ
て
素
敵
で
す
よ
ね
。

こ
れ
な
ら
小
中
学
校
で
も
誰
も
が
吹
い
た
こ
と
あ
る
し
、
む

ず
か
し
い
楽
譜
が
読
め
な
い
人
で
も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う

と
ね
」

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」。
上

石
津
町
出
身
の
作
曲
家
、
江
口
夜
詩
が
生
ん
だ
往
年
の
名

曲
で
す
。
他
に
も「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」や「
ち
ゅ
ら

さ
ん
の
テ
ー
マ
」な
ど
、
親
し
み
や
す
い
曲
ば
か
り
。
お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
。
そ
ん
な
手
づ

く
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
、
月
に
一
度
、
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。

「
こ
の
町
に
は
全
席
Ｓ
席
と
い
う
素
敵
な
音
楽
館
が
あ
り

ま
す
。
水
嶺
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
、
日
本
昭
和
音
楽
村
。
こ

こ
に
江
口
夜
詩
記
念
館
と
い
う
小
さ
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

が
あ
る
ん
で
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
、

み
ん
な
で
音
楽
の
感
動
を
分
か
ち
合
い
た
い
。
そ
ん
な
と
こ

ろ
か
ら
、『
ま
ち
に
実
る
秋
の
音
色
』コ
ン
サ
ー
ト
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ヴ
ェ
ル
デ
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ペ
レ
ッ

タ
や
少
年
少
女
合
唱
団
な
ど
、
音
楽
好
き
の
み
ん
な
が
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

音
楽
活
動
を
中
心
に
広
が
る
笑
顔
の
輪
。「
街
角
の
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」も
、
み
な
さ
ん
が
心
待
ち
に
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
今
、
密
か
に
日
比
さ
ん
た

ち
が
企
画
し
て
い
る
の
が
、
各
集
落
の
公
民
館
へ
の
出
張
コ

ン
サ
ー
ト
。

「
お
年
寄
り
が
出
か
け
に
く
い
の
な
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
押

し
か
け
て
け
し
ま
お
う
と
ね
。
上
石
津
の
素
晴
ら
し
さ
は
、

み
ん
な
の
声
が
届
く
こ
と
。
私
た
ち
が
企
画
し
た
こ
と
も

い
ず
れ
は
カ
タ
チ
に
な

り
、
実
を
結
ん
で
い
く
。

み
ん
な
の
顔
が
見
え
て
し

ま
う
く
ら
い
の
小
さ
な
町

だ
か
ら
、
で
き
る
ん
で
す

よ
ね
。
人
の
優
し
さ
や
温

か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の

町
を
、
ま
す
ま
す
音
楽
い

っ
ぱ
い
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」

自
慢
の
花
づ
く
り
で

岐
阜
県
知
事
賞
を
受
賞

時
小
学
校
栽
培
委
員
会
の
み
な
さ
ん
と

委
員
長
の
川
添
祐
司
さ
ん

音
楽
で
広
が
る
笑
顔
の
輪

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ヴ
ェ
ル
デ
代
表

日
比
ひ
と
み
さ
ん

時小学校のマリーゴールド

緑
の
村
公
園
の
な
か
に
あ
る「
シ
ル
ク
の
里
工
房
」は

草
木
染
め
を
体
験
で
き
る
施
設
で
す
。
工
房
の
前
の
農

園
で
は
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
藍
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
、
染
料

と
な
る
草
木
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
九
年
前
か
ら
草
木
染

め
を
始
め
ま
し
た
が
、
実
に

奥
が
深
い
も
の
で
す
ね
。

日
々
の
天
気
に
よ
っ
て
、
同

じ
素
材
で
も
全
然
違
う
色

に
染
め
上
が
っ
て
し
ま
う
。

今
、
私
が
し
て
い
る
カ
ラ
シ

色
の
ス
カ
ー
フ
は
杉
が
材
料
。
こ
れ
も
少
し
寒
く
な
っ
た

な
あ
と
思
っ
て
染
め
て
み
る
と
、
茶
色
に
な
っ
て
る
。
そ

れ
は
渋
く
て
い
い
色
合
い
な
ん
で
す
が
、
寒
暖
の
差
で
ど

ん
ど
ん
色
が
変
化
し
て
い
く
。
同
じ
色
は
な
か
な
か
表

現
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
一
つ
の
素
材
を
把
握
す
る
に

は
、
一
年
の
歳
月
が
か
か
り
ま
す
」

シ
ル
ク
の
里
工
房
草
木
染
め
教
室
の
開
始
と
同
時
に

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
三
宅
さ
ん
は
、
以
来
、
染
色
に

全
力
投
球
。
京
都
へ
出
む
い
て
草
木
染
め
の
基
本
を
学

ぶ
一
方
、
上
石
津
の
山
々
を
歩
い
て
採
取
し
た
草
木
を
、

毎
日
の
よ
う
に
染
め
続
け
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
三
宅

美
し
い
自
然
が
息
づ
く
上
石
津
は
、 

夢
の
キ
ャ
ン
バ
ス
。
澄
み
き
っ
た
清
流
が 

人
々
の
心
を
潤
し
て
い
る
よ
う
に
、 

緑
豊
か
な
山
並
み
は
、 

大
き
な
夢
を
育
て
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。 

そ
ん
な
上
石
津
の
夢
を
集
め
ま
し
た
。 

上
石
津 

安川直樹さんのマンドリン
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牧田上野地区の八朔祭は、三代将軍徳川家光の時代から今日ま
で続けられている、伝統的な祭礼行事です。この祭りでは、大神
宮をまつり常夜灯を中心に、笛や太鼓による祈願が行われます。
また、沿道に飾られるカボチャ灯籠といわれる丸型も大灯籠も祭
りを華やかに盛りあげます。この灯籠にちなみ、通称カボチャ祭
とも呼ばれています。

365

名神高速道路 
関ヶ原I.C

健康ふれあいパーク 

天喜寺 桑原家住宅 

緑の村公園 
ウッディドーム 

時山文化伝承館 

唯願寺の 
しぶなしカヤ 

水嶺湖 

至高月町 
至大垣I.C

日本昭和音楽村 
江口夜詩記念館 

郷土資料館 
高木三家陣屋跡 

多良峡 上石津 
トンネル 

名神高速道路 
関ヶ原I.C

健康ふれあいパーク 

天喜寺 桑原家住宅 

緑の村公園 
ウッディドーム 

時山文化伝承館 

唯願寺の 
しぶなしカヤ 

水嶺湖 

至菰野 

至高月町 
至大垣I.C

日本昭和音楽村 
江口夜詩記念館 

郷土資料館 
高木三家陣屋跡 

多良峡 上石津 
トンネル 

上石津町役場 上石津町役場 

緑の村公園 緑の村公園 

●お問い合せ● 
◆上石津町役所 
　〒503-1300　岐阜県養老郡上石津町大字上原1380 
　ＴＥＬ0584-45-3111　http://www.ginet.or.jp/kamiishizu/

●交通のご案内● 

◆名古屋方面からお車をご利用の方 

名古屋 
名神高速道路（約30分） R365（約30分） 

関ヶ原IC

◆岐阜方面からお車をご利用の方 

岐阜 
R365（約50分） 

上
石
津
町 

上石津町　EVENT  INFORMATION
■緑の村凧あげ大会 ……………………………………………１月中旬
■牧田川アマゴ釣り解禁 ………………………………………2月上旬
■一之瀬まつり …………………………………………………4月4日
■東平茶園桜まつり ……………………………………………4月上旬
■もんでこ朝市 …………………………………4月～12月第1日曜日
■緑の村公園春まつり …………………………………………4月上旬
■ぼたんまつり（千珠ぼたん園）………………………………5月上旬
■マウンテンタイムフェスティバル …………………………6月中旬
■牧田川アユ釣り解禁 …………………………………………6月下旬
■緑の村公園夏まつり「もんでこかみいしづ」 ……７月最終土曜日
■町内各地盆踊り大会 ………………………………8月14日・15日
■上野の八朔祭 …………………………………………………9月1日
■時山まつり……………………………………………………9月15日
■緑の村杯争奪テニス大会）……………………………………9月中旬
■曳山桃源閣……………………………………………………10月1日
■牧田まつり……………………………………………………10月4日
■多良まつり …………………………………………………10月10日
■時まつり ……………………………………………………10月10日
■元禄獅子舞（不定期年）……………………………………10月中旬
■緑の村公園秋まつり ………………………………………11月上旬
■各神社大かがり火 …………………………………………12月31日

さ
ん
の
日
々
を
支
え
て

く
れ
た
の
が
、
工
房
へ

通
っ
て
く
る
お
客
さ
ん

た
ち
。
染
色
体
験
を
通

し
て
は
ず
む
会
話
が
激

励
で
あ
り
、
染
色
へ
の

大
き
な
ア
ド
バ
イ
ス
に

も
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。「

新
春
な
ら
桜
。
樹

皮
を
染
め
出
す
と
ほ
の
か
な
ピ
ン
ク
に
染
ま
り
ま
す
。
生

地
の
シ
ル
ク
も
地
元
の
養
蚕
業
者
の
蚕
を
糸
に
し
て
、
機

織
り
で
仕
上
げ
た
も
の
を
使
い
ま
す
。
本
当
に
も
う
す

べ
て
が
手
づ
く
り
。
自
然
が
与
え
て
く
れ
た
色
は
ど
れ

も
や
わ
ら
か
く
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
色
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

上
石
津
の
空
気
が
ピ
ー
ン
と
張
り
つ
め
る
冬
は
、
染
色

の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
。
柔
ら
か
な
雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら

草
木
を
摘
み
、
そ
の
素
材
を
染
め
上
げ
る
の
も
、
草
木

染
め
の
醍
醐
味
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

す
。
彼
が
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

に
出
合
っ
た
の
は
、
慶
応

大
学
在
学
中
。
折
し
も

学
生
運
動
の
嵐
が
吹
き

荒
れ
る
さ
な
か
、バ
ン
ド

を
結
成
し
て
音
楽
づ
け

の
学
生
時
代
を
過
ご

し
、
卒
業
後
は
ア
メ
リ

カ
へ
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら

を
演
奏
旅
行
し
て
い
た
時
、
楽
器
製
作
者
の
ジ
ー
ク
・
リ

ト
ル
氏
に
出
合
い
ま
す
。
こ
れ
が
楽
器
製
作
へ
の
プ
ロ
ロ

ー
グ
。

「
コ
ロ
ラ
ド
州
ボ
ル
ダ
ー
に
あ
る
リ
ト
ル
氏
の
住
ま
い

に
居
候
し
な
が
ら
、
楽
器
作
り
を
学
び
ま
し
た
。
ボ
ル

ダ
ー
は
マ
ラ
ソ
ン
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
高
橋
尚
子
も
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
す
る
所
。
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し

い
所
で
す
よ
。
そ
こ
に
は
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
好
き
が
た
く
さ

ん
い
て
、
休
日
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、ラ
イ
ヴ
を

楽
し
ん
だ
り
…
。
ア
ウ
ト
ド
ア
と
い
う
言
葉
が
日
本
に

な
か
っ
た
七
〇
年
代
に
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
楽
し

さ
を
知
り
ま
し
た
」

帰
国
後
、
名
古
屋
の
楽
器
製
作
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し

た
が
、や
が
て
独
立
。
ボ
ル
ダ
ー
を
彷
彿
と
さ
せ
る
上
石

津
の
時
山
に
工
房
を
構
え
ま
し
た
。

「
釣
り
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
工
房
は
川

の
真
ん
前
に
据
え
た
。
ア
マ
ゴ
や
イ
ワ
ナ
が
い
ま
す
よ
。

し
か
も
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
い
い
。
名
古
屋
へ
は
わ
ず
か

一
時
間
。
マ
ウ
ン
テ
ン
タ
イ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
全
国

か
ら
愛
好
家
が
や
っ
て
き
ま
す
よ
」

一
台
の
マ
ン
ド
リ
ン
の
製
作
期
間
は
約
一
か
月
。
数
十

回
に
も
及
ぶ
工
程
の
一
つ
も
手
を
抜
く
こ
と
な
く
、
丹

精
込
め
て
仕
上
げ
て
い
く
。
こ
の
妥
協
許
さ
な
い
姿
勢

が
、
全
国
に
N
A
O
ブ
ラ
ン
ド
の
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ァ
ン
が
広

が
っ
て
い
る
ゆ
え
ん
な
の
で
し
ょ
う
。

「
僕
自
身
も
演
奏
し
ま
す
か
ら
、
や
は
り
音
に
は
厳

し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
、
楽
器
作
り

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
室
を
開
き
た
い
で

す
ね
。
現
在
、
日
本
の
伝
統
楽
器
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
、

元
来
は
大
陸
経
由
で
入
っ
て
き
ま
し
た
。マ
ン
ド
リ
ン
も
、

何
百
年
か
経
っ
て
伝
統
楽
器
と
呼
ば
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
、フ
ァ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
ブ
ル
ー

グ
ラ
ス
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

素
顔
の
自
然
が
息
づ
く
上
石
津
で
マ
ン
ド
リ
ン
を
作

り
続
け
る
安
川
さ
ん
。
そ
ん
な
上
石
津
で
は
今
、
音
楽

文
化
の
普
及
を
核
に
、
新
し
い
ウ
エ
イ
ブ
が
巻
き
起
こ
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
を
新
し
い

日
本
の
音
楽
文
化
に

Ｎ
Ａ
Ｏ
工
房
　
安
川
直
樹
さ
ん
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雨
に
う
た
れ
た
紫
陽
花
が
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る

六
月
初
旬
、
時
山
バ
ン
ガ
ロ
ー
村
で
は
、ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
野
外
音
楽
祭
、マ
ウ
ン
テ
ン
タ
イ
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
二
七

年
前
か
ら
中
部
地
区
の

愛
好
家
た
ち
に
よ
っ
て
毎

年
開
催
さ
れ
、
一
六
年

前
か
ら
、
時
山
で
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。コ

ン
サ
ー
ト
の
主
役
は
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
。
バ
ン
ジ
ョ
ー
、

マ
ン
ド
リ
ン
、
ギ
タ
ー
、ベ
ー
ス
な
ど
の
弦
楽
器
で
演
奏
す

る
、ア
メ
リ
カ
で
最
も
土
の
香
り
の
す
る
音
楽
で
す
。
も

と
も
と
、
イ
ギ
リ
ス
移
民
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
の
東
南
部
の

ア
パ
ラ
チ
ア
山
中
で
伝
え
て
き
た
民
族
音
楽
を
母
体
に
、

黒
人
音
楽
の
ブ
ル
ー
ス
な
ど
の
影
響
も
受
け
、
一
九
四
〇

年
代
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
を
愛
し
て
や
ま
な
い
の
が
、
会
の

代
表
で
あ
り
マ
ン
ド
リ
ン
製
作
者
の
安
川
直
樹
さ
ん
で



年
寄
以
下
の
船
会
所
役
人
が
詰
め
て
い
お
り
、
普
通
の

宿
場
の
問
屋
場
に
当
た
る
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。

《
桑
名
湊
の
機
能
》

海
上
七
里
を
渡
れ
ば
、
伊
勢
国
桑
名
宿
。
当
時
の

船
着
場
に
は
、
長
さ
七
〇
間
、
高
さ
三
間
の
石
垣
が
張

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
お
り
、
湊
に
は
渡
船
七
五
艘
が
控

え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
湊
は
遠
浅
で
あ
っ
た
た
め
、
干

潮
時
に
は
渡
船
が
船
着
場
ま
で
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
旅
人
や
荷
物
を
沖
合
い
の
保
田
ま
で
運
ぶ
小

渡
船
も
四
二
艘
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
船
賃
は
表

二
の
通
り
で
す
が
、
乗
合
の
場
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

桑
名
湊
で
渡
船
に
従
事
す
る
船
頭
・
水
主
の
総
数
は

三
六
〇
人
と
定
め
ら
れ
、
藩
は
そ
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
船
方
新
田
一
〇
町
歩
を
開
き
、
無
年
貢
・
無
役

の
土
地
と
し
て
彼
ら
の
控
地
と
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
東
海
道
上
り
は
熱
田
乗
船
・
桑
名
下
船
、

下
り
は
桑
名
乗
船
・
熱
田
下
船
が
普
通
で
し
た
が
、
四

日
市
で
乗
下
船
す
る
旅
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
が
桑
名
・
四
日
市
両
宿
の
間
で
大
争
論
に

な
る
原
因
に
。
せ
っ
か
く
桑
名
で
集
め
た
人
足
・
伝
馬
・

船
が
無
駄
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
し
た
。
寛
保
二

年（
一
七
四
二
）、
桑
名
の
宿
役
人
が
道
中
奉
行
に
訴

え
ま
し
た
が
な
か
な
か
決
着
が
つ
か
ず
、や
っ
と
宝
暦

一
二
年（
一
七
六
二
）に
至
っ
て
、「
原
則
と
し
て
直
渡
海

を
禁
ず
」と
の
達
し
が
出
さ
れ
、
紛
争
は
解
決
し
ま
し

た
。現

在
、「
七
里
の
渡
公
園
」に
は
常
夜
灯
と
時
の
鐘
が

残
さ
れ
て
お
り
、
往
時
の
面
影
を
伝
え
て
い
ま
す
。

三
里
の
渡

《
陸
路
と
渡
船
を
結
ぶ
佐
屋
ル
ー
ト
》

東
海
道
の
本
道
は
海
上
七
里
で
し
た
が
、こ
れ
を
渡

ら
ず
陸
路
を
利
用
し
て
桑
名
に
出
る
た
め
に
は
、
脇
街

道
で
あ
る
佐
屋
路
が
あ
り
ま
し
た
。
熱
田
か
ら
岩
塚
・

万
場
・
神
守
を
経
て
佐
屋
に
至
り
、こ
こ
か
ら
佐
屋
川

を
船
で
下
っ
て
桑
名
に
出
て
東
海
道
と
合
流
。
熱
田
か

ら
佐
屋
ま
で
陸
路
六
里
、
佐
屋
か
ら
船
路
三
里
、
計

九
里
の
道
程
で
し
た
。
寛
永
一
一
年（
一
六
三
四
）、
三

代
将
軍
徳
川
家
光
は
東
海
道
か
ら
美
濃
路
経
由
で
上

洛
し
ま
し
た
が
、そ
の
帰
路
は
桑
名
か
ら
こ
の
佐
屋
路

の
経
路
で
熱
田
へ
到
着
、こ
れ
が
こ
の
ル
ー
ト
の
始
ま
り

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
渡
船
よ
も
や
ま
噺
》

当
時
の
海
上
ル
ー
ト
は
、
木
曽
三
川
下
流
域
の
砂
州

の
発
達
に
よ
り
干
潮
時
に
は
ず
っ
と
沖
を
通
ら
ね
ば
な

ら
な
い
し
、
海
が
荒
れ
れ
ば
転
覆
の
危
険
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
加
え
て
気
が
か
り
な
こ
と
は
、
渡
船
に
便

所
の
設
備
が
な
い
こ
と
で
し
た
。
こ
う
し
た
諸
事
情
に

よ
り
、
佐
屋
川
を
下
り
木
曽
川
・
長
島
輪
中
の
南
端

を
横
切
っ
て
桑
名
へ
結
ぶ
安
全
な
航
路「
三
里
の
渡
」が

整
備
さ
れ
た
の
す
。
当
時
の
様
子
を
十
返
舎
一
九
の

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

〜
宮
の
宿
の
旅
籠
で
の
会
話
〜

亭
主「
明
日
は
、
佐
屋
廻
り
に
さ
れ
ま
す
か
」

北
八「
す
ぐ
こ
こ
か
ら
舟
に
し
や
し
ょ
う
」

弥
次「
舟
は
い
い
が
、
お
い
ら
ぁ
は
ど
う
も
。
舟
で
は

小
便
す
る
の
が
こ
わ
く
て
ね
。
七
里
の
る
と
い
う

も
ん
だ
か
ら
、
ど
う
し
た
も
ん
だ
ろ
う
」

こ
の
解
決
策
と
し
て
、
両
人
は
小
用
を
た
す
た
め

の
竹
筒（
し
び
ん
の
よ
う
な
も
の
）を
も
っ
て
乗
船
し

て
い
ま
す
。

こ
の
文
章
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
男

性
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性
も
大
変
困
っ
た
船
旅
だ
っ
た
の

歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

7
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第 四 編  渡
船
の
役
割

渡
船
に
よ
る
河
川
交
通

が
飛
躍
的
に
発
達
し
た
の

は
近
世
の
こ
と
。
架
橋
技

術
が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と

も
そ
の
一
因
で
す
が
、
最

も
大
き
な
原
因
は
徳
川

幕
府
の
政
策
に
あ
り
ま

し
た
。
と
い
う
の
も
幕
府
は
軍
事
的
な
理
由
か
ら
川
に

橋
を
架
け
る
こ
と
を
原
則
的
に
認
め
て
お
ら
ず
、
川
は

関
所
と
と
も
に
陸
上
交
通
の
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
地
に
渡
船
場
が
生
ま
れ
、
舟
で

人
や
馬
・
物
資
な
ど
を
渡
し
て
い
た
の
で
す
。
木
曽
三

川
に
お
い
て
も
渡
船
場
は
各
地
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

明
治
初
期
の
文
献
に
よ
れ
ば
そ
の
数
は
一
六
六
箇
所

（
表
１
参
照
）。
主
要
道
路
の
渡
河
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
交
流
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

七
里
の
渡

《
熱
田
と
桑
名
を
結
ぶ
海
上
ル
ー
ト
》

徳
川
家
康
が
江
戸
開
府
後
、
ま
ず
手
が
け
た
の
が

街
道
政
策
で
し
た
。
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）江
戸
と

京
の
間
に
東
海
道
五
三
次
の
宿
駅
制
度
が
設
け
ら
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
整
備
さ
れ
た
の
が
七
里
の
渡
。
こ

れ
は
、
東
海
道
の
う
ち
宮
の
宿「
宮
の
渡
」か
ら
桑
名

宿
の「
七
里
の
渡
」を
結
ぶ
海
上
交

通
路
で
す
。
そ
の
海
路
が
七
里（
二

七．
五
㎞
）で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
海
上
ル
ー
ト
の
利
用
は
す
で

に
鎌
倉
・
室
町
時
代
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
東
海
道
の
旅
人
に
と
っ
て
は

欠
か
せ
な
い
海
上
の
道
で
し
た
。

《
熱
田
湊
の
機
能
》

宮
の
宿
は
東
海
道
四
一
番
目
の

宿
駅
で
東

海
道
随
一

の
宿
場
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
東

海
道
と
し
て
渡
船
が
始
ま
っ
た

の
は
、元
和
二
年（
一
六
一
六
）

の
こ
と
。
湊
は
熱
田
奉
行
が

船
奉
行
を
兼
ね
て
管
理
し
、

そ
の
配
下
に
船
番
所
が
あ
り

ま
し
た
。
船
番
所
は
慶
安
四

年（
一
六
四
一
）、
由
井
正
雪

の
残
党
が
熱
田
か
ら
京
方
面

に
遁
走
し
た
の
で
、
翌
年
、
出

入
り
の
船
舶
・
旅
人
・
貨
物
の

検
索
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
藩
主
の
名
代
・
代
参
、
幕
府
の
上
使
、
朱

印
所
持
者
、
二
条
城
・
大
阪
城
の
勤
番
衆
ら
の
ほ
か
は

夜
間
の
出
船
を
許
さ
ず
、
出
入
り
の
船
舶
を
検
索
し

て
不
審
な
旅
人
や
荷
物
に
目
を
光
ら
せ
ま
し
た
。

船
番
所
の
隣
に
置
か
れ
て
い
た
の
が
船
会
所
で
す
。

こ
こ
は
旅
人
の
荷
物
の
船
継
ぎ
を
取
り
扱
う
所
で
、
船

近
世
に
お
い
て
飛
躍
的
に
発
達
し
た
渡
船
は
、

物
資
や
人
を
運
ぶ
重
要
な
手
段
。

全
国
各
地
に
渡
船
場
が
設
け
ら
れ
、

流
通
の
大
動
脈
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
近
代
化
が
進
む
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
同
じ
こ
と
。

し
か
し
、
昭
和
に
な
り
架
橋
が
続
々
と
実
施
さ
れ
る
と
、

華
や
か
な
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

木
曽
三
川
下
流
域
に
お
け
る

渡
船
と
物
流

川　名 
木曽川水系 

（単位：箇所数） 

（明治14年統計書：岐阜県、明治16年8月より） 

渡船場 

飛騨川 

馬瀬川 

益田川 

木曽川 

加茂川 

迫間川 

木曽分流 

佐屋川 

11 

2 

6 

37 

1 

1 

3 

1

川　名 
長良川水系 

渡船場 

郡上川 

板取川 

津保川 

武儀川 

今　川 

但　川 

長良川 

長良古川 

境　川 

21 

2 

6 

2 

2 

1 

19 

1 

1

川　名 
揖斐川水系 

渡船場 

根尾川 

藪　川 

杭瀬川 

相　川 

牧田川 

津屋川 

揖斐川 

大榑川 

中村川 

4 

5 

1 

2 

3 

2 

27 

4 

1

正徳元年 
（1711） 

次宿までの船賃 

荷 物 1 駄  

馬1疋口附共 

人 1 人  

109文 

113文 

45文 

弘化元年 
（1846） 

162文 

168文 

68文 

種
　
別 
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史
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歴史ドキュメント

で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
陸
路
を
望
む

声
が
参
勤
交
代
の
武
士
か
ら
も
、
一
般
の
旅
人
か
ら

も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、こ
の
佐
屋
路
を
利
用
し
た
著
名
人
に
は
、
松

尾
芭
蕉
も
い
ま
し
た
。
芭
蕉
は
そ
の
時
の
様
子
を

「
真
蹟
懐
紙
」の
中
で
、「
お
そ
ろ
し
き
髭
な
ど
生
や
し

た
飛
脚
の
よ
う
な
男
が
同
船
し
、
折
々
舟
人
を
ね
め
い

か
る
に
興
さ
め
て
、
山
々
の
け
し
き
う
し
な
う
心
地
し

■
参
考
文
献

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』平
成
七
年
建
設
省

『
木
曽
三
川
流
域
誌
』
平
成
四
年
建
設
省

『
東
海
道
歴
史
散
歩
』
昭
和
六
三
年
大
衆
書
房

『
佐
屋
町
史
』
通
史
編
平
成
八
年

『
熱
田
区
誌
』

昭
和
六
二
年
熱
田
区
制
五
〇
周
年
記
念
誌
編
集
部
会

『
新
編
立
田
村
史
』
平
成
八
年
立
田
村

『
弥
富
町
史
』
平
成
六
年
弥
富
町

侍
る
。」と
書
い

て
い
ま
す
。

こ
の
髭
の
飛

脚
ら
し
い
男
が

威
張
っ
て
い
る
様

子
は
、
当
時
の

旅
の
一
端
を
物

語
っ
た
文
で
す
。

公
定
の
船
賃
で

渡
れ
る
の
は
公

用
の
旅
人
や
武

士
で
あ
っ
て
、
他

の
旅
人
は
二
〜

三
倍
の
料
金
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
船

頭
た
ち
は
船
霊

へ
の
祝
儀
銭
や

酒
手
を
ね
だ
る

の
が
習
わ
し
に

な
っ
て
い
ま
し

た
。
ど
う
や
ら
、

こ
の
飛
脚
は
公

用
で
も
あ
る
し
、

他
の
乗
客
に
も

そ
の
よ
う
な
不

正
は
さ
せ
な
い

ぞ
と
、
睨
み
つ
け

て
い
た
よ
う
で

す
。
こ
れ
ら
の
文

献
か
ら
、
往
時

の
船
旅
が
い
か

に
大
変
で
あ
っ
た

か
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
佐
屋
湊
の
機
能
》

佐
屋
宿
は
佐
屋
街
道
で
最
も
大
き
な
宿
場
で
あ

り
、
本
陣
二
軒
、
脇
本
陣
一
軒
、
脇
本
陣
格
一
軒
を

擁
し
、
旅
籠
屋
も
三
一
軒
を
数
え
ま
し
た
。
ま
た
、
三

里
の
渡
ル
ー
ト
の
た
め
の
船
役
も
四
一
人
お
り
、
役
船

一
七
艘
を
所
持
し
て
渡
河
に
従
事
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
不
足
の
時
は
津
島
な
ど
一
三
箇
村
か
ら
寄
船
を
務

愛
知
県
下
前
ヶ
須
よ
り
桑
名
ま
で
（
二
里
） 

米･

六
艘
八
分 

人･

十
七
艘 

雑
貨･

七
艘
四
分 

計
四
十
一
艘
二
分 

一.

愛
知
県
下
立
田
よ
り
桑
名
ま
で
（
二
里
半
） 

米･

六
艘
四
分 

人･

〇
艘
四
分 

雑
貨･

十
七
艘
八
分 

計
十
九
艘
六
分 

一.

愛
知
県
下
津
島
よ
り
桑
名
ま
で
（
三
里
） 

米･

一
艘
四
分 

人･

三
艘
二
分 

雑
貨･

二
艘
二
分 

計
六
艘
八
分 

一.

愛
知
県
下
佐
屋
よ
り
桑
名
ま
で
（
二
里
余
） 

米･

五
艘 

人･

一
艘
六
分 

雑
貨･

三
艘
四
分 

計
十
艘 

一.

愛
知
県
下
北
方
よ
り
桑
名
ま
で
（
十
里
） 

米･

〇 

人･

〇 

雑
貨･

〇
艘
六
分 

計
〇
艘
六
分 

一.

愛
知
県
下
笠
松
よ
り
桑
名
ま
で
（
十
里
） 

米･

四
艘 

人･

二
艘 

雑
貨･

二
艘
八
分 

計
八
艘
八
分 

一.

愛
知
県
下
日
原
よ
り
桑
名
ま
で
（
四
里
） 

米･

一
艘
六
分 

人･

四
艘 

雑
貨･

〇
艘
四
分 

計
六
艘 

一.

愛
知
県
下
黒
瀬
よ
り
桑
名
ま
で
（
十
八
里
） 

米･

〇 

人･

〇
艘
二
分 

雑
貨･

一
艘 

計
一
艘
二
分 

一.

愛
知
県
下
森
津
よ
り
桑
名
ま
で
（
二
里
） 

米･

〇
艘
二
分 

人･

一
艘
六
分 

雑
貨･

〇
艘
二
分 

計
二
艘 

一.

愛
知
県
下
狐
地
よ
り
桑
名
ま
で
（
二
里
半
） 

米･

〇 

人･

〇 

雑
貨･

〇
艘
六
分 

計
〇
艘
六
分 

一.

愛
知
県
下
加
路
戸
よ
り
桑
名
ま
で
（
三
十
丁
） 

米･

一
艘
八
分 

人･

三
艘 

雑
貨･

一
艘
四
分 

計
六
艘
二
分 

一.

愛
知
県
下
霞
ヶ
須
よ
り
桑
名
ま
で
（
三
十
丁
） 

米･

〇
艘
六
分 

人･

二
艘
六
分 

雑
貨･

一
艘
二
分 

計
四
艘
四
分 

一.

右
の
外
各
所
よ
り
桑
名
ま
で 

米･

〇 

人･

一
艘
二
分 

雑
貨･

七
艘
二
分 

計
九
艘 

一.

以
上
船
舶
数
合
計
百
十
六
艘
四
分
但
此
ノ
船
舶
ハ
皆
凡
ソ
八
十
石
積
ヨ
リ 

四
十
石
積
マ
テ
ヲ
通
常
ト
ス
最
小
ノ
モ
ノ
ニ
至
テ
ハ
稀
レ
に
十
五
六
石
積 

ノ
モ
ノ
ア
リ 

N

佐屋 

前ヶ須 

藤岡 

福田 

熱田前 

七里の渡し航路図 

永
徳 

津島 

上立田 

神守 

万場 

岩塚 

松
ノ
木 

長
島 

東海道 

東海道 

道徳前 

五
明 

加
路
戸 

狐
地 

境 横
満
蔵 

下立田 

津島川 

木
曽
川 

佐
屋
川 

堀
川 筏

川 

日
光
川 

庄
内
川 

町
屋
川 

カ
ロ
ト
川
ト
川 

カ
ロ
ト
川 

早川 

鰯 
江 
川 

鍋
田
川 

伊
尾
川 

桑名 
熱田 

七里
渡海
潮満
航路
 

七里渡海潮干航路 

佐屋廻り東海道 

明治5年完成した東海道 
明治18年以降の東海道 

め
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、
藩
主
の
御
座
船
三
艘

を
預
か
り
、
幕
府
も
万
治
年
中（
一
六
五
八
〜
六
一
）

よ
り
平
田
船
十
艘
を
預
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
熱
田

湊
と
同
様
、
承
応
元
年（
一
六
五
二
）よ
り
湊
番
所
が

設
け
ら
れ
、
夜
間
の
出
船
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
江
戸
後
期
頃
か
ら
佐
屋
ル
ー
ト
に
大
き
な

変
化
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。つ
ま
り
、
水
路
で
あ
る
佐

屋
川
が
土
砂
の
堆
積
の
た
め
天
上
川
に
。
こ
の
た
め
、

佐
屋
湊
の
渡
船
に
支
障
が
生
じ
、
佐
屋
川
の
水
運
が

衰
退
化
に
向
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
明
治
二
年（
一
八
六
九
）、
木
曽
川
船
番
所

が
廃
止
さ
れ
た
の
に
続
き
、
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

佐
屋
路
は
廃
止
さ
れ
、
開
設
以
来
二
八
〇
年
間
の
宿

場
・
問
屋
・
湊
の
佐
屋
駅
は
そ
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

前
ヶ
須
渡
船

佐
屋
街
道
が
廃
止
さ
れ
た
の
と
同
時
に
設
置
さ
れ

た
の
が
、
福
田
・
前ま

え

ヶが

須す

の
両
駅
で
す
。
そ
の
新
ル
ー
ト

は
、
東
は
愛
知
郡
宝
田
村（
現
名
古
屋
市
熱
田
区
）か

ら
海
西
郡
弥
富
村
大
字
前
ヶ
須
新
田（
現
愛
知
県
弥

富
町
）ま
で
。
前
ヶ
須
は
木
曽
三
川
を
渡
る
渡
船
の
基

地
と
な
り
、
前
ヶ
須
湊
か
ら
桑
名
へ
は
一
里
の
航
路
で

し
た
。
こ
の
渡
船
が
開
始
し
た
の
は
明
治
初
頭
。
渡
船

の
就
航
に
よ
り
、
宮
七
里
の
渡
、
佐
屋
三
里
の
渡
は
と

も
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
前
ヶ
須
湊

に
は
湊
番
所
が
置
か
れ
、
宿
場
業
者
も
集
中
。
明
治

一
八
年
頃
か
ら
は
有
料
渡
船
を
設
け
、
木
曽
川
を
渡

っ
て
、
長
島
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
開
設
当
初
の
交
通
量

は
、
一
日
平
均
四
〇
名
前
後
で
し
た
が
、
徐
々
に
増
加

し
、
大
正
末
期
に
は
百
名
を
越
え
る
ほ
ど
に
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
昭
和
八
年
に
尾
張
大
橋
が
開
通
す
る
ま

で
、
前
ヶ
須
渡
船
は
、
尾
張
と
伊
勢
を
結
ぶ
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
前
ヶ
須
渡
船
は
、ふ
た

つ
や
の
渡
と
も
い
わ
れ
、
筏
川
の
東
辺
り
に
そ
の
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
往
時
の
面
影
は
も
う
あ
り

ま
せ
ん
。

渡
船
の
終
焉

江
戸
時
代
初
頭
か
ら
隆
盛
を
極
め
た
渡
船
交
通

は
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
、
陸
上
交
通
を
円
滑
に
す

る
た
め
の
橋
が
十
分
架
橋
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
大
正

〜
昭
和
初
期
ま
で
は
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
木
曽
三
川

を
分
流
し
た
明
治
改
修
の
際
、
木
曽
三
川
流
域
民
が

提
出
し
た「
木
曽
揖
斐
両
川
間
閘
門
設
立
請
願
書
」に

記
載
さ
れ
た
渡
船
の
利
用
状
況
か
ら
も
、そ
の
役
割
の

重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
以

降
急
速
に
進
め
ら
れ
た
架
橋
に
よ
り
、
渡
船
は
衰
退

す
る
こ
と
に
。
現
在
、
木
曽
川
で
は「
西
中
野
の
渡
」、

長
良
川
で
は「
小
紅
の
渡
」、
木
曽
川
と
長
良
川
を
渡

る「
森
下
の
渡
」「
日
原
の
渡
」が
残
っ
て
い
て
、
船
頭
さ

ん
が
常
駐
し
て
い
る
渡
場
は
立
田
村
の
葛
木
渡
船
が

あ
り
ま
す
。

天保8年「尾張・伊勢新田図」（写：名古屋市鶴舞中央図書館蔵）により作成（図1）

◆明治改修における閘門設立請願書にみる明治26年当時の木曽川から揖斐川に入り桑名に至る船荷量（表3）



か
ら
、
最
初
は
一
本
ず
つ
谷
を
下お

ろ

し
、
谷
川
の
水

量
が
増
す
に
つ
れ
て
一
度
に
下
す
本
数
を
増
し
、

現
、
八や

百お

津つ

町
の
錦
織

に
し
こ
う
り

綱つ
な

場ば

で
こ
れ
を
筏
に
く

み
、
名
古
屋
の
白し

ろ

鳥と
り

の
貯
木
場
ま
で
流
送
し
て

い
た
。
こ
の
木
曽
谷
は
近
世
、
尾
張
藩
の
領
有
で

あ
り
、
そ
れ
以
下
の
木
曽
川
も
同
藩
の
独
占
的

TA
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川
は
わ
れ
わ
れ
に
色
々
の
機
能
を
与
え
て
く
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
用
水
・エ
ネ
ル
ギ
ー
・
交
通
運
輸
・
漁

業
・
観
光
等
々
、
多
方
面
に
亘
る
。
そ
し
て
、
そ
の
機

能
は
地
域
に
よ
っ
て
大
差
が
あ
り
、
ま
た
歴
史
的
に

も
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
こ
の
小
稿
で
は
木
曽
三
川

に
つ
い
て
、
近
世
か
ら
現
代
ま
で
の
交
通
運
輸
の
機
能

の
面
か
ら
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

木
曽
三
川
、
中
で
も
木
曽
川
は
日
本
の
川
の
う
ち

で
は
有
数
の
大
河
で
あ
る
が
、
中
国
の
長ち

ょ
う

江こ
う

な
ど
に

比
べ
る
と
今
日
、
水
運
へ
の
利
用
が
著
し
く
劣
る
。
そ

れ
は
長
江
に
比
べ
、
木
曽
三
川
の
水
運
と
の
係
わ
り

の
自
然
条
件
が
大
き
く
劣
る
か
ら
で
あ
る
。

島
国
日
本
の
川
々
を
流
速
の
変
化
か
ら
み
る
と
、

共
通
し
て
そ
の
山
間
部
か
ら
扇
状
地
に
か
け
て
は
急

流
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
下
流
は
緩
傾
斜
で
、
緩
流

と
な
る
。
か
く
て
日
本
の
堆
積
平
野
で
は
そ
の
最
下

流
の
緩
流
部
と
そ
の
上
流
の
扇
状
地
と
の
間
に
は
か

な
り
明
瞭
な
流
速
や
深
浅
の
変
換

点
が
み
ら
れ
、
木
曽
三
川
は
そ
の

典
型
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
変

換
点
を
通
っ
て
荷
を
上
・
下
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
上
流
部
で
は
通
行

に
適
し
た
小
型
で
細
長
の「
鵜う

飼か
い

船ぶ
ね

」と
よ
ん
だ
全
長
七
〜
九
m
の
舟

を
利
用
す
る
が
、
そ
れ
以
下
の
下

流
で
は
積
載
量
の
多
い「
大お

お

船ぶ
ね

」に

積
み
換
え
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の

積
み
換
え
の
地
に
は
そ
れ
に
必
要

な
経
済
的
機
能
を
担
当
す
る
川
湊

か
わ
み
な
と

が
立
地
し
て
い
た
。
そ
れ
が
木
曽

川
で
は
右
岸
の
笠
松
、
左
岸
の
北き

た

方が
た（
現
、
一
宮
市
内
）で
あ
り
、
長

良
川
の
墨す

の

俣ま
た（
右
岸
）、
揖
斐
川
の

呂ろ

久く

（
現
、
巣す

南な
み

町
内
―
上
流
改
修
工
事
以
前
は
そ

の
左
岸
）で
あ
っ
た（
図
１
、
２
）。

し
か
し
水
運
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
時
代
に
は
、

少
し
で
も
上
流
に
舟
が
遡
上
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

た
。
例
え
ば
揖
斐
川
で
は
そ
の
支
流
根
尾
川
の
扇
状

地
を
遡
り
、
現
、
真し

ん

正せ
い

町
海か

い

老ろ
う

な
ど
ま
で
運
ん
で
い

た（
図
１
）。

木
曽
三
川
で
運
ば
れ
た
人
と
物

「
人
」木
曽
三
川
は
概
言
す
る
と
、
濃
尾
平
野
を

南
北
方
向
に
流
れ
て
い
る
。
一
方
、
中
世
以
降
、
日
本

の
人
の
動
き
は
関
東
・
関
西
間
に
多
く
、
従
っ
て
木
曽

三
川
に
は
そ
の
上か

み

・
下し

も

に
わ
た
っ
て
い
く
つ
も
の
渡と

船せ
ん

場ば

が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
三
川
の
両
岸
に
は
、
そ
の
街

道
の
通
行
量
の
多
少
に
応
じ
た
宿し

ゅ
く

場ば

な
い
し
そ
れ
に

準
じ
た
渡
頭

と
と
う

集
落

し
ゅ
う
ら
く

が
形
成
さ
れ
て
い
た（
例
、
長
良
川

略　歴
愛知大学名誉教授・前愛知産業大学総長・経済学博士
『輪中―その形成と推移』など輪中に関する著書、論文多数。

木
曽
三
川
の
水
運
を
振
り
返
っ
て

西
岸
に
墨
俣
宿
、
木
曽
川
の
笠
松
―
北き

た

方が
た

（
岐
阜
街
道
）（
図
２
））。
し
か
し
、こ
れ
ら

の
集
落
も
近
代
以
降
に
鉄
橋
が
架
設
さ

れ
る
に
つ
れ
、
衰
退
し
て
き
た
。
こ
れ
に
比

べ
る
と
三
川
の
そ
れ
ぞ
れ
を
上の

ぼ

り
下く

だ

り
す

る
人
数
は
昔
か
ら
多
く
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
有
名
な
松
尾
芭
蕉
が「
奥
の
細
道
」

の
中
で
、
そ
の
旅
程
の
結
び
と
し
て
大
垣

湊
か
ら
桑
名
ま
で
水
門
川
経
由
の
揖
斐

川
の
川
下
り
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
特

に
木
曽
三
川
の
扇
状
地
末
端
部
よ
り
下

流
部
で
は
船ふ

な

路じ

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

（
図
3
）。

「
物
」木
曽
三
川
の
各
上
・
下
流
部
は

物
資
の
水
運
で
大
き
く
結
ば
れ
て
い
た
。

特
に
木
材
を
代
表
と
す
る
下
流
向
け
重

量
物
は
、
陸
上
の
道
路
・
軌
道
を
含
む
輸

送
組
織
が
未
発
達
な
近
代
以
前
に
お
い
て

は
川
の
利
用
が
最
重
要
で
あ
っ
た
。

木
曽
川
で
は「
木
曽
の
五ご

木ぼ
く

」と
い
わ
れ

る
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
な
ど
の
良
材
は
伐
っ
て

図-1 木曽三川の主な川湊（＿印）など

墨俣 
すの  また 

墨俣 
すの  また 

船頭平閘門 船頭平閘門 

北方 
きた  がた 

北方 
きた  がた 

六里 六里 
ろく    り ろく    り 

笠松 笠松 
かさ  まつ かさ  まつ 

錦織 
にし こうり 

錦織 
にし こうり 

今渡 
いま わたり 

今渡 
いま わたり 

大井ダム 大井ダム 
おお   い おお   い 

烏江 
からす  え 

栗笠 
くり  がさ 

船附 
ふな  つき 

烏江 
からす  え 

呂久 
ろ     く 

呂久 
ろ     く 

森前 森前 
もり   まえ もり   まえ 

海老 海老 
かい  ろう かい  ろう 

栗笠 
くり  がさ 

船附 
ふな  つき 

図-2 木曽川の荷の積み換え湊（右岸笠松、左岸北方）と岐阜
街道の渡船場（明治24年測図、2万分の1「笠松町」による）

0 1㎞ 

安藤萬壽男先生

0 1㎞ 



TA
L

K
&

TA
L

K

10

TALK＆TALK

支
配
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
代
に
な
る
と
、
鉄
道

（
中
央
線
）が
開
通
す
る
一
方
、
木
曽
谷
に
森
林
鉄
道

や
い
く
つ
も
の
ダ
ム
が
完
成
し
、
筏
に
よ
る
流
材
は
全

く
不
可
能
と
な
っ
た
。
長
良
・
揖
斐
両
川
で
も
筏
流
し

が
一
部
で
行
な
わ
れ
た
が
、
揖
斐
川
で
は
特
色
あ
る

段
木

つ

だ

に
よ
っ
て
主
に
流
送
さ
れ
た
。
こ
れ
は
揖
斐
川
の

山
間
部
が
急
流
で
あ
る
上
、
岩
場
が
多
く
、
筏
流
送

が
難
し
い
た
め
で
も
あ
っ
た
。
段
木
と
は
木
材
を
長
さ

約
七
五
㎝
、
太
さ
約
一
五
〜
四
五
㎝
に
切
り
揃
え
、

家
庭
の
燃
料
用
に
使
う
も
の
を
よ
ん
だ
。
山
間
部
で
、

こ
れ
を
川
に
投
入
し
、
揖
斐
川
本
流
で
は
、
現
、
揖

斐
川
町
の
上
流
部
左
岸
の
森も

り

前ま
え

の
、
支
流
根
尾
川
で

は
現
、
大
野
町
内
の
六ろ

く

里り

の
、
そ
れ
ぞ
れ
土
場

ど

ば

（
湊
）

で
拾
い
上
げ（
図
１
）、
そ
こ
で
割わ

り

木き

（
薪
）に
加
工
し
、

大
垣
な
ど
の
消
費
地
に
陸
送
し
て
い
た
。
段
木
の
流

送
で
は
段
木
の
沈
木
防
止
の
た
め
、
ブ
ナ
、シ
デ
な
ど

水
に
沈
み
に
く
い
軽
い
樹
種
を
藩
は
段
木
に
指
定
し

て
い
た
。
一
方
、
優
良
建
築
用
材
が
木
曽
谷
ほ
ど
多

く
は
な
か
っ
た
長
良
・
揖
斐
両
川
の
山
間
部
で
は
特
に

近
代
以
降
、
木
炭
生
産
が
大
き
く
発
展
、
木
曽
三
川

を
下
る
な
ど
で
、
名
古
屋
市
な
ど
に
販
路
を
拡
大
し

た
。ま

た
、
木
曽
三
川
の
扇
状
地
の
川
底
に
堆
積
し
て

い
た
大
小
の
丸ま

る

石い
し

は
掘
り
上
げ
て
川
舟
に
の
せ
、
民

家
の
石
垣
や
河
川
の
治
水
工
事
用
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
た
。

一
方
、
川か

わ

下し
も

か
ら
舟
で
遡
上
し
た
商
品
に
は
藁
灰

や
瓶か

め

類
な
ど
が
あ
っ
た
。
水
田
の
多
い
下
流
部
の
農

家
の
竃か

ま
ど

か
ら
出
た
灰
は
仲
買
人
が
買
集
め
、
川
を
上

る
の
に
灰
は
軽
量
で
あ
り
、
上
流
部
の
農
家
の
肥
料

と
し
て
金
肥
普
及
前
ま
で
重
用
さ
れ
た
。
瓶
や
土ど

管か
ん

類
は
特
産
地
の
愛
知
県
常と

こ

滑な
め

な
ど
か
ら
、
海
路
を
経

て
川
を
遡
上
し
て
い
た
。

木
曽
三
川
水
運
の

史
的
推
移

木
曽
川
は
既
述
の
よ
う
に
近
世
、
全
川
が
尾
張
藩

の
支
配
下
に
お
か

れ
、
水
運
の
中
で
は

木
材
流
送
が
最
優

先
さ
れ
て
い
た
。
長

良
川
で
は
近
世
、
流

域
の
山
間
部
支
配

に
変
化
が
あ
っ
た

が
、
近
世
後
半
に
は

岐
阜
に
尾
張
藩
の

長
良
川
役
所
が
設

け
ら
れ
て
以
降
、
同

藩
は
流
送
の
物
資

に「
川
役
銀
」を
課

し
て
い
た
。
揖
斐
川

で
は
、
そ
の
本
流
お

よ
び
根
尾
川
の
山

間
部
の
大
半
を
近

世
初
頭
以
降
、
大
垣

藩
が
領
有
し
、
既
述

の
段
木
と
い
う
特
色

あ
る
流
送
制
度
を

施
行
し
て
い
た
。
更

に
述
べ
る
べ
き
は
、

■
引
用
文
献

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
木
曽
三
川
流
域
誌
』
平
成
四
―
一
九
九
二
年

揖
斐
川
と
そ
の
支
流
牧
田
川
と
の

合
流
点
に
位
置
し
て
い
た
船ふ

な

付つ
け

・

栗く
り

笠が
さ

・
烏か

ら
す

江え

の
三
湊
に
つ
い
て
で
あ

る
。
こ
の
三
湊
を
領
有
す
る
尾
張

藩
は
、三
湊
の
繁
栄
維
持
の
た
め
、

木
曽
三
川
に
領
有
す
る
川
湊
か

ら
関
ヶ
原
方
面
に
陸
送
す
る
荷

は
全
て
こ
の
三
湊
を
経
由
す
る
よ

う
に
指
令
し
て
い
た（
図
３
）。
こ

の
よ
う
に
近
世
の
水
運
で
は
沿
川

領
有
の
藩
の
規
制
を
強
く
受
け

て
い
た
。

近
代
に
入
る
と
、
木
曽
三
川
の

水
運
に
大
変
化
が
起
こ
っ
た
。
そ

れ
は
、
一
部
を
既
述
し
た
が
、
従

来
の
水
運
に
優
る
陸
上
輸
送
手

段
が
出
現
す
る
と
共
に
、
ダ
ム
な

ど
水
運
へ
の
障
害
が
出
現
し
た
か

ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
木
曽
川
で

は
今い

ま

渡わ
た
り

ダ
ム
の
完
成（
昭
和
一
四
―
一
九
三
九
年
）で

そ
の
上
流
へ
の
遡
上
が
大
打
撃
を
う
け
た（
図
４
）。

し
か
し
三
川
の
う
ち
、
揖
斐
川
で
は
、
大
垣
湊
か
ら

下
流
に
お
い
て
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
ま
で
水
運

が
続
け
ら
れ
て
い
た
し（
例
、
明
治
一
五
―
一
八
八
二

年
、
大
垣
〜
桑
名
間
の
夜
、
一
二
時
間
が
定
期
で
一

八
銭
）、
木
曽
・
長
良
の
二
川
の
三
角
州
部
で
も
若
干

の
船
上
旅
客
や
物
資
輸
送
が
残
っ
て
い
た
。

河
川
機
能
の
変
化
と

新
し
い
機
能
分
担

陸
上
の
交
通
・
輸
送
手
段
が
未
発
達
の
時
代
は
河

川
の
水
運
が
流
域
の
上
・
下
流
部
を
結
ぶ
最
重
要
の

方
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
と
共
に
林
産
物
の
荷
の

内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
好
例
が
木
炭
・

薪
の
潰
滅
的
減
少
で
あ
り
、
そ
れ
が
山
村
の
過
疎
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
林
産
物
需
要
の
急

変
に
ふ
れ
る
と
、
か
つ
て
揖
斐
川
流
域
を
領
有
し
た

大
垣
藩
は
山
村
の
飢
饉
時
の
補
助
食
糧
と
し
て
栃と

ち

の

木
の
実
を
利
用
す
る
た
め
、
栃
の
木
を「
止と

め
木
」（
筏

採
禁
止
）と
し
て
保
護
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
そ
れ
が

大
木
化
し
て
、
近
代
以
降
、
民
家
の
高
級
床
材
と
し

て
珍
重
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
川
が
も
つ
多
機
能
の
う
ち
の
重
要
度
に

変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
河
川
水
に
つ
い
て
み

る
と
、
流
域
内
の
工
業
化
・
都
市
化
の
進
展
に
つ
れ
、

川
へ
の
排
水
の
水
質
悪
化
が
進
み
、
川
の
魚
類
の
減

少
、
河
川
漁
業
不
振
を
招
い
て
き
た
。

他
方
、
河
川
の
レ
ジ
ャ
ー
等
へ
の
新
し
い
利
用
が
近

代
以
降
に
進
ん
で
き
た
。
河
川
敷
の
土
壌
は
元
来
肥

沃
で
あ
り
、
近
代
か
ら
牧
草
栽
培
に
利
用
さ
れ
て
き

た
が
、
川
と
河
川
敷
は
共
に
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
利
用
が
都

市
化
、レ
ジ
ャ
ー
発
展
と
共
に
展
開
し
て
き
た
。
木
曽

川
の「
日
本
ラ
イ
ン
下
り
」と
鵜
飼（
犬
山
）、
長
良
川

の
鵜
飼（
関
、
岐
阜
）、
木
曽
三
川
国
立
公
園
の
新
設

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
自
然
環
境
を
重
視
す

る
時
代
の
到
来
と
共
に
木
曽
三
川
は
良
質
の「
水み

ず

瓶が
め

」

と
し
て
重
要
さ
れ
て
き
た
。「
流
域
は
一
つ
」と
の
見
方

が
新
し
い
立
場
か
ら
重
視
さ
れ
、
治
水
へ
の
配
慮
と

共
に
重
要
と
な
っ
て
き
た
。

図-4 船頭平閘門を通過した舟と筏の数量の変化（引用文献、「木曽三川流域誌」P659,図-4、1、2、4による）
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図-3 尾張藩が濃州三湊へ物資を着けるよう命じた自藩領の川湊・及び綱場（引用文献、「木曽三川流域史」P718,図-4、1、3、17による）
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《開館時間》午前9時～午後4時30分
《休 館 日》毎週月曜日・祝祭日・年末年始
《入 館 料》無料
《交通機関》国道1号線尾張大橋から車で約10分

名神羽島I.Cから車で約30分
東名阪長島I.Cから車で約10分

《お問い合わせ》
船頭平閘門管理所・
木曽川文庫
〒496-0947 愛知県
海部郡立田村福原
TEL（0567）24-6233

●木曽川文庫利用案内●
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編 集 後

●表紙写真●
右上：冬の牧田川

中右：西高木家本陣跡　中左：日本昭和音楽村
下：水嶺湖

今号の編集にあたって、上石津町の皆さんや資料館館

長さんに大変お世話になりました。また河川交通は安藤

先生に締めくくっていただきました。

木曽・長良背割堤の16ｋ付近木曽川に今年も11月下

旬からコハクチョウが飛来しています。中には幼鳥も見

られ、現在、9羽が確認されています。

本年も、編集担当一同頑張ってまいりますので、ご愛

読下さい。

次回は江南市を特集します。

木曽川文庫ホームページ
http://www.kisogawa-bunko.cbr.mlit.go.jp

記

西
山
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
村
で
す
。

む
か
し
村
人
は
、
火
を
か
け
て
山
を
焼
き
、

そ
こ
へ
粟
や
稗
、
蕎
麦
な
ど
を
つ
く
り
、
谷
田
で
は
米
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
貢
を
お
さ
め
て
し
ま
う
と
、
手
元
に
残
る
穀
物
は
ご
く
わ
ず
か
。

「
い
つ
か
は
白
い
米
を
食
い
た
い
」

人
々
は
さ
さ
や
か
な
夢
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
年
の
こ
と
で
す
。

村
の
世
話
役
を
し
て
い
た
弥
太
郎
は
村
の
衆
に
、

「
み
な
の
衆
や
、
た
ん
と
米
が
と
れ
る
よ
う
に
荒
地
に
水
を
引
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
う
す
れ
ば
日
照
り
や
長
雨
で
も
困
ら
ん
ぞ
」

弥
太
郎
の
意
見
に
納
得
し
た
村
人
は
さ
っ
そ
く
水
路
の
工
事
を
開
始
。

谷
川
か
ら
水
を
引
く
た
め
の
頑
丈
な
溝
を
築
き
ま
し
た
。

今
で
も
こ
の
用
水
を
「
弥
太
郎
用
水
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

み
ん
な
の
努
力
で
水
不
足
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

せ
っ
か
く
作
っ
た
田
ん
ぼ
は
猪
に
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
し
て
も
弥
太
郎
は
、
猪
を
防
ぐ
た
め
の
猪
垣
を
約
四
キ
ロ
、

汗
と
泥
に
ま
み
れ
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

し
か
し
山
里
の
こ
と
。

収
穫
も
思
う
よ
う
に
増
え
ず
、
猪
の
害
も
減
っ
た
と
は
い
え
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
弥
太
郎
は
み
ん
な
の
代
表
と
な
っ
て
お
役
所
に
行
き
、

「
お
米
が
と
れ
な
く
て
み
ん
な
困
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
三
年
間
、

年
貢
を
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
頼
み
、
無
年
貢
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

で
も
魔
が
さ
し
た
と
い
う
か
、
弥
太
郎
の
気
持
ち
は
変
わ
り
、

村
へ
戻
る
と
年
貢
を
今
ま
で
通
り
取
り
立
て
て
、

ぜ
い
た
く
な
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
後
に
わ
か
る
と
、
村
人
た
ち
は
弥
太
郎
を
村
か
ら
追
放
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
弥
太
郎
が
死
ぬ
と
、
用
水
を
作
っ
た
努
力
に
感
謝
し
て
そ
の
罪
を
許
し
、

脇
差
し
を
添
え
て
丁
重
に
裏
山
に
葬
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

弥
太
郎
用
水

上
石
津
町

話
の
小
箱 
民 


